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講演内容 
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高森町について 
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• 主な産業は、農林業と観光です。 
 観光地:高森湧水トンネル公園・月廻り公園・高森 
殿の杉・南阿蘇トロッコ列車など 

 特産品:あか牛・ヒゴムラサキ・高冷地野菜(キャベツ、
ダイコン)・阿蘇南郷檜(アソナンゴウヒ)など 
 

• 近年は、高森町観光立町推進基本条例による地域活性
化各種施策を通じた雇用の確保や、豊かな自然環境を利
用したグリーンツーリズムへの取組による町内外の交流拡大
を推進し、農業では高森町新農業プランによる各種農業施
策の推進、特に町特産ナスビ「ヒゴムラサキ」のブランド化、
地域循環型農業を目指した有機農業の推進に力を入れて
います。 

高森町は、阿蘇産の麓、熊本県の最東端、北は大分県竹田市、南は
宮崎県高千穂町との三県境に位置します。昭和の市町村合併で１町
3村により合併し、平成の市町村合併時には単独自治体を選択し現在
に至っています。 

高森町の地勢 
•総面積 175,06 km² 
•人口 6,941人(平成27年2月28日現在) 
•少子高齢化率 37.1%(平成28年1月1日現在) 



高森町について 
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鳥獣被害の状況 

•各地域とも、捕獲数が増加傾向 

•被害額は横ばいの状況(減らない) 

• イノシシの被害軽減目標 
 

 H28年迄に1,234万円/7ha 
 30%程度の被害軽減を目標 

イノシシの捕獲を強化 (H24～H26年捕獲頭数:1,823頭)している
が、生息数の減少には至っていません。 

このためには、成獣を効率的に捕獲することで、生息数自体を減少さ
せることが急務と考えています。 

【平成25年度 高森町被害防止計画】 



背景（農業振興を妨げる鳥獣被害） 
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平成27年10月に策定した「地方版総合戦略」にて、「し
ごと」として稼げる農業の町を目指し、「地域就農支援」
「農業振興」を盛り込んでいます。 

地方版総合戦略との関連性 

本事業は「地域就農支援」「農業振興」に当たって障害と
なる鳥獣被害において、地域の有害鳥獣の効率的捕獲と
農作物被害の劇的な軽減を達成し、稼げる農業の町を
目指す 同戦略の推進に寄与するものです。 



背景（ICTを活用した効率化・省力化） 

鳥獣被害に対する国の方針 

● １００億円/年（国の鳥獣被害防止交付金）の対策費 
  用が投じられているにも関わらず、２００億円/年の被害 
● イノシシ被害を、平成２８年までに３０％削減が目標 

● 狩猟者の高齢化／担い手不足により、狩猟者が減少 
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野生鳥獣による農作物被害額の推移 

鳥獣対策の課題 

● 狩猟者の減少に対応するため、銃器類を用いない「箱罠」を推進 
● 一方で、「箱罠」の見回り監視などの作業負荷が高い 

出典：農水省ホームページ掲載の資料より 
(http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/26/pdf/z_1_3_2.pdf) 

ＩＣＴ化された「箱罠」への期待 

● 
● 

● 
箱罠 

箱罠 箱罠 

クラウド 
サービス 

GW(ゲートウェイ) 

3G/LTE 

広域鳥獣クラウド・プロジェクト 

捕獲効率の向上 
見回り負荷の軽減 
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概要（はじめに・・・） 
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画像・センサーネットワークを活用した 
「広域鳥獣クラウドサービス」 

画像診断(認識)により 
選別捕獲・見回り確認 
を行うサービスです! 

1頭のメスから年
間、6～10頭を出

産 

ウリ坊を捕まえても
数が減らない! 

成獣(メス)を捕獲
することが大事! 

ウリ坊も1歳を過ぎ
れば捕まえたい! 
(成獣になる) 



※対象はイノシシに限定 

カメラ、センサー 
バッテリー、 
無線装置 等 

箱罠ICTキット 

アドホックネットワーク 

無線 

3G/LTE 

M2M GW 

広域鳥獣クラウド 

携帯電話など 

捕獲通知 
（メール・ 
 画像等） 

鳥獣監視センター 

・運用監視 
・現場支援 

【提供機能イメージ】 
・地図情報連携 ・罠設置情報登録 
・捕獲実績管理 ・画像監視（選別等） 
 など 
     

自治体職員 
猟友会 等 

獣追い払い機 

特
徴 

• 総務省殿「H26年度補正予算“ICTまち・ひと・しごと創生推進事業”」を活用 

• 普及展開フィールドは、福岡県)直方市と熊本県)高森町の2つの地域 

• 画像による選別捕獲が可能なICT箱罠など鳥獣クラウドを用いて広域展開 

• 自立型アドホックネットワークを活用して、中山間地域に無線通信網を整備 

• ICT化した箱罠や追い払い機を無線ネットワークで集約し、回線負担を軽減 

概要（広域鳥獣クラウドの特徴） 

定点監視カメラ 

高森町(熊本) 
直方市(福岡) 
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http://2.bp.blogspot.com/-JBlSHpIjFq4/U82z7wy-rTI/AAAAAAAAjO4/LNDGmgtuJL0/s800/mori.png


捕獲対象のサイズ
なら捕獲指示 

鳥獣被害軽減の為、箱罠をICT化し、鳥獣を捕獲するシステム 
 赤外線センサーで鳥獣出現を検知し、監視カメラを起動。画像解析により成獣か否かを判別
し、箱罠扉を自動で閉塞します。捕獲した後は、メールで捕獲通知や画像をお客様に送信しま
す。 

  鳥獣検知･捕獲 

箱罠 ICTキット 

・メール 
・Web 

GW 

中継ノード 

3G/LTE 

IoTサービス基盤 

閉塞制御ボックス 

箱罠監視ノード 

（お客様） 

定点監視カメラ 
（オフライン） 

WisReed無線アドホック 

ネットワーク（920MHz

帯） 

総務省『ICTまち・ひと・しごと創生推進事業』 

本システムで 
捕獲した 
イノシシ 

広域鳥獣クラウドの全体イメージ 

追い払い機 

回線数を 
集約!! 

画像で選別捕獲!! 
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概要（何ができるの？） 
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指定された（成獣 or 幼獣）を 
選別捕獲します 
(100%保証ではありません） 

広域鳥獣クラウド 

自治体職員 
猟友会様へ 

地図・画像を利用して、 
捕獲鳥獣の位置や状況が 
確認できます 

箱罠ICTキット 
(カメラ、通信機等含む) 

罠閉塞 
制御部 

箱罠XX 
緯度経度 
・閉塞!! 
・時刻XX 
・詳細XX 

タブレット・スマホ等 

1/7、第1号!捕獲 
9kg程度の猪 

見回りしなくても
メールが来るから 

楽じゃわい 

画像とともに 
メール通知 



概要（本事業の位置:高森町） 
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総務省 平成２６年度補正予算「ＩＣＴまち・ひと・しごと創生事業」 
広域鳥獣クラウド・プロジェクト推進事業 アドホックネットワークエリア図  

 【高森町役場 農林政策課】 

上色見地区 
(箱罠ICT:12台) 

色見地区 
(箱罠ICT:16台) 

高森町役場 

阿蘇
です 



概要（ICT機器の構成イメージ 1/2） 
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箱罠ICT 
(全30台) 

中継ノード 
*アドホックネットワーク 

(全50台) 

ゲートウェイ 
*アドホックネットワーク 

(全20台) 

捕
獲
通
知 

無線 

ク
ラ
ウ
ド
へ 

単独でも
動きます! 

複数のICT箱罠 
や追い払い機を 

集約します! 



概要（ICT機器の構成イメージ 2/2） 
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定点カメラ 
(全3台) 
※オフライン型 

追い払い機 
(全10台) 

ク
ラ
ウ
ド
へ 

無線 
アドホックネットワーク 
(中継ノード～ゲートウェイ) 

獣などを検知する
と、ピカッと光り 

ワンワン吼えます 



障害（工夫したこと・苦労したこと 1/3） 
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上色見地区と色見地区と、実証範囲が広く、箱罠も多い 
上色見では、高森町で購入した箱罠が少ない状況 
上色見と色見地区で、管理できる猟師の数が違う 

ICT化する箱罠、場所選定に苦労 

上色見地区では、猟友会の会長、色見地区では、農地管理の責任
者を介して、機器設置の場所選定や初回の地主交渉を実施 

猟友会で個人保有する罠の利用を交渉（特に上色見地区） 

事業中は、「九州自然環境研究所様」と現地サポートを密に連携 

九州自然環境研究所と合同で関係農家に現地研修会を開催 
• ICT箱罠による“効率的な捕獲体制”の確認 

• 関係農家による“自己防衛の体制強化”の依頼 

• “電気牧柵の正しい利用方法”についての勉強会 



障害（工夫したこと・苦労したこと 2/3） 
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広がった実証地区での箱罠移動を考慮し、電波の到達範囲を調査 

情報を伝達する装置(中継ノード・ゲートウェイ)の数に限りがあるため、農作
物生産エリアに近い場所を選定（ICT箱罠・追い払い機) 

猟友会の希望が強い山中(無線の電波が届かないエリア)へは、ICT箱罠と
ゲートウェイをセットで設置し、移動の自由性を確保 

電波状況を確保するため、九州電力㈱様が所有する電力柱への機器設置
（設置協議～申請～承諾を受け、共架費免除のご判断をいただく） 

対象地区の電波測定を実施 



障害（工夫したこと・苦労したこと 3/3） 
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鳥獣が暴れ、ICT箱罠装置やケーブル破損しないよう保護を実施 

 (箱罠は45mm角材 →95mm角材へ変更 ※直方市の要望) 

ワイヤーが地面に落ちない対策案（運用を見ながら現地対応予定） 

ICT箱罠装置の保護対策 



ご参考；猟友会様へ、お願いしたこと(止め刺し時) 
17 

止め刺し時、箱罠ICTの下に棒などを差し込
み、猪から保護するようにしてください。 



現状（今の状態をどう捉えているか 1/2） 

主要農産物の収穫期に向けて、追い払い機(オフライン版) 

  を先行設置(9月)し、農作物被害の軽減ができた。 

 昨年の関係農家ヒアリングでは、イノシシの目撃回数の減少と、
田畝畔の崩壊被害が激減したとの回答が多数 

 参考：水稲(10月)、キャベツ(10月)、大根(11月～12月) 
 

「鳥獣クラウド」を１月中旬から正式稼動し１０匹のイノシシを捕
獲。捕獲効率の向上、見回り負荷の軽減に寄与している。 
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課題の改善状況(中間報告) 

1/7に捕獲(1号) 
約9kg程度の猪 

1/21に捕獲 
約11kg程度の猪 



現状（今の状態をどう捉えているか 2/2） 
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現地機材の安定稼動（冬場の寒さ対策、夏場の熱対策など) 

事業推進に必要なコミュニティー存続(役場、研究所、猟友会等) 

→バッテリー交換など運用サポート体制、箱罠移動時の手順確立など 

1/18に開催した猟友会様向け操作説明会の様子 



展開（今後どうするのか 1/4） 

被害の更なる軽減に向けて 

① 自治会をはじめ、住民の皆様と事業主旨や狙いを広く共有 

（畦道へ設置した機材の農作業時の配慮、刈り払い協力など) 

捕獲率(成獣)の更なる向上に向けて 

① 捕獲場所、時間、性別、大きさ、重さなどの記録を定着化 

② ICT装置の活用から、誘引やエサやりのポイントなど、猟友会の

“隊”の間で、お互いに情報交換・情報共有を促進 
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農家様・猟友会様との理解深耕 

自治会での説明会、猟友会との懇親会などを定期開催する 



展開（今後どうするのか 2/4） 

1. 高森町での視察受け入れ 

2. 研修会、発表会への積極参加（富士通とも協力） 

3. 直方市様とも協力した鳥獣コミュニティーの継続活動 

21 

広域鳥獣クラウドの普及協力 

2/5、鹿児島)南大隅町様からの視察受け入れ（済み） 

2/9、本日の事例発表会 

2/10、高千穂・竹田市・高森町広域鳥獣協議会での事例紹介 

今年6月初旬に予定される「九州アグロ・イノベーション」への出展 

 （富士通側にて計画中）など 



展開（今後どうするのか 3/4） 

鳥獣クラウド(イノシシ)を継続運用し、成獣捕獲の効率
化、被害の軽減について事業計画時のKPIと比較検証 

 《応募時の農作物被害 

 削減の想定イメージ》 

 

 

 

運用を積み重ね、猟友会様の負荷軽減面、新たな要望
などを整理し、改善に向けた検討を重ねる 

運用経費の削減も視野に業務アウトソーシングも検討 
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事業と運用評価(平成28年度～) 



展開（今後どうするのか 4/4） 

1. 既存のシカ用の囲い罠(*)を画像認識を用いたICT化

へ改善し、捕獲効率を上げるとともに、イノシシ版と連携 
(*)平成23年度の地域ぐるみの鳥獣被害防止対策 

  パワーアップ事業（上津留地区で実証） 

 

 

2. 例えば「くまもとジビエ研究会(*)」といった専門団体との

連携も視野に、出口戦略について検討を推進したい 
(*)1/14、九州農政局の主催にて「ジビエによる 

   地域活性化を推進するシンポジウム」も開催 
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高森町での今後の展開計画(素案) 



箱罠ICTの構成(罠閉塞の仕掛け) 
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箱罠ICT装置 
(カメラ、通信機等含む) 

罠閉塞 
制御部 

ワイヤー 



箱罠ICTの構成(装置の底面) 
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カメラ部 
(鳥獣の撮影→画像処理) 

赤外線照射LED 
(夜間のカメラ撮影用) 

赤外線センサ 
(鳥獣の感知) 

W(100)×D(151)×H(95)mm 
重量：約4.4Kg(バッテリ含む) 



箱罠閉塞の動作条件を設定できます 
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 「大」 :成獣(大型) 

 「中」 :成獣(1年～) 

 「小」 :ウリ坊 

対象サイズ(想定)を決めます 

 

 00:00～23:59で設定可能 

 通常は、夜間の捕獲を設定 

  

捕獲する時間帯を決めます 

 

 “狩猟可能な期間”を設定します 

 期間外はICT罠は動作しません 

  

捕獲する期間を決めます 

スマホ・タブレット画面 



箱罠の動作状況を確認できます 
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スマホ・タブレット画面 

 捕獲など機器の最 

 新状況を表示 

 詳細内容を表示 

一覧で状況確認できます。 

詳細が確認できます。 



通知メール設定ができます 
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スマホ・タブレット画面 

 

 メールを受け取る開始時間と終 

 了時間を指定します。 

メール通知の時間を決めます 

 

 チェックを付けた項目が発生した 

 時間をメールでお知らせします。 

メール通知の内容を決めます 



広域鳥獣クラウドの画面例 
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ログイン画面 

状況監視の一覧画面 



広域鳥獣クラウドの画面例 
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地図上の一覧画面 

見回り記録も入力できま
す。（写真・コメント） 



広域鳥獣クラウドの画面例 
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広域鳥獣クラウドの画面例 
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ICT機器のバッテリ状態を
確認できます 

捕獲対象、稼動時間な
どの設定画面 



広域鳥獣クラウド（メール通知イメージ） 
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ご清聴ありがとうございました。 
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